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A”AII　　（XlO－3） 　A“’1×lo→2） rl（×IO－3） rlXIO’5
Φll O，719 4，799 7，054 1，423 1，763
2 O．2062 4，387 L430O．川75・

























































































































me（恰urlngρoinfX。3↓／2 y。80 X．8↓／2，　・O X。・‘！2，．・b！2
mon　o　， x蓄v．↑，y・O X・v．f，　・b！2x・v』f，y・b／2
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ケN・刀5－／
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荷重 5，え，。づ’1心 ・lo－3・r％） 図3 。一 （桝
橿亥 厳密z 筒易ノ 比（％） い‘ 7易’ 比（％）
1 4／％ヲ 42．〃7汐 〃〃3 〃2η7 〃447 ／ρ2．！
2 75．％0 754〃 ／oo．o z．55タ5zう％万 ノρ／，ち
3 グ7723夕7Z59 劣．6 4ち6774∠〃ちプ ノρ！．！4 〃5．〃3 μ．！7汐 ％．7 ／％87 ／乙220 ‘／∂ヲ．4
5 ∂4，56ヨ 2ヨ，550 タ6．7 一〃白gw～ρ．ら2θ2 ％．’4 一／4．’〃 一！5．4z！ 1∂ラ．’ 一／％ヲヲ 一ノ〆oo タ7．／
3’ 一39↓ヲ7一4〃．〃！ ／ρ／．ノ 一zヲoZ3一z～う9／ タ7タ
2’ 一44．5π一44．3ψ3！00．0一zρ！’5一〃7諺 ％㌧／









































1 〃Z．47 〃z．〃 卯．7 〃4．〃写 ！o！．タ
2 z！ヲ．4〃 2／3．6’ ／〃．／ ～！7．ノノ ／o／．7
3 297．7929〃．76 ／〃．ラ 29！．μ 〃／．4
4 3／ム49 ヲ〃．／z ／〃，5 320．∠7 ！〃．3i
5 z％．〃z 297．！4 〃〃．9 z〃．∠9 〃／．∠
6 Z／0，32 z！z．〃7 ／o／．ラ 2！ヲ．乙／ ／〃Z．7
7 〃z．3夕 〃5．40 〃2．7 〃5．4〃 〃3，7
グ 9．2〃 ／z．45 〃4，5 ！2．20 βノ．7
7’ 一％．7Z 一　タ／．〃9 ％．4 一〃．∠φ タ79
〃’ 一／5夕．〃7 一／5∠．〃z クタ．5 一！56．3β ％元2
ダ 一205．2診一203．〃4 クタ．タ 一zo／．4グ タタ．z
4’ 一220．2ヲ一　z〃．ちタ タ〃，5 一2！〃．〃4 ％夕．o
3’ 一～02．9〃 一　～0！．グ2 44．5一〃874 97θ
　’ 一／55．5タ 一　／ち夕．3う 44．ヲ 一／5／．プグ ク7．∠

















2．ぢ232 2．ち！％ ％4 Z．夕425 ／oo．夕
夕．／959 5．224ρ ／〃．’ 5．25〃5 ／0／2
θ．2／93 グ．Z乙5／ ／〃．4 グ30ヨ7 ／〃／．〃
〃．7〃5グ 〃．7∠6グ ／〃〃．5 ／／．〃μ ／oo．グ
7．〃5・97 7．／329 〃／．〃 7．／乙74 〃／3
3．〃〃7 3．／442 ！〃2．7 3．！75夕 ／〃3．7
一〃23／〃 一〃．！420 ∠1，5 一〃〃iヲρ 49う
一2．7グZヲ 一Z∠7／2 ％7 一2．μ4ノ タ5．9
一4．ち〃〃 一4．4タ～〃 タi9．／ 一4．4∠ヲグ ク74
一5∠ヲタ3 一5．ぢち6夕 タグ6 一5．5245 タグ．〃
一5．劣〃4 一5〃7／ タタ．グ 一5．θθ2乙 ％．2
一5．〃％z 一5．∠ヲヲ2 チ》24 一5．595ム タタ．3
一4．ρ〃7 一4．7％タ 44．！ 一4．74乙ヨ タタ．ヲ
一3504／一ヲ．4752 ¢9．z 一3．μoち 〃2






































π ㎡ が ξ・LO6892r百ω ω： ξ一ω㌔5 5㎡ セ・6∬8砺㎡ Σ2
／ ／ ／ ／．繊2 「必グ74／ 一ムら9．7¢！ 一〃〃7タ3
3 9 8／ ％．5プ2525．％ 〃7汐．8！0一5泓励 ス2蛾〃うo 一〃1247 一Zo‘〃〃














































































ル ω∴ ω亀一ωエ π〔．一ωξ） b c∫ C5
／ 〃ム89 一φ7〃．000／一’7〃．〃0／ 一　μタ乃・z 　　　　　一ヨv5亥㌘x／0
ヲ ％．銘z5 一ちθ4．碗5一／753．4郵5一45703／〃’5 一ρ5％5 4昆〃7∫0一　乙9％〃 一／4．9700一〃．θoo　3 x〃》347亮07 25w4泌グ〃95．4ρ7ジ！32乙7グ553〃．〃／54 〃07ち9

































































































































































































































































砿飼 叫1†叫・†叫， ば＋叫†既 krα‘弓の
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麩 一線 （刈〇－bc〃k M、一線 （c朔） 一線（c〆






z 2ノ久ノ〃 Z！ク．ノノ 〃〃．o 一形ダ∠4k！勿．92）一嬬．形 〃久～i〃ノ．2） 526．3652写．4写〃〃・1





4 ヨ2〃．673Zα〃〃〃．o 一！％．66k！クo．／2）「4％．〃 ノ00．ヨi1佗．4i1〃0％〃％㌧44 〃0．〃
5 z微〃 2鬼6タ〃0．ノ 一60．〃i6ヲ．％）一5タヲ4 〃ノ3i〃久の 7／7．22ク／6．ク診 ノ〃．／
6 2ノヱ612／3．6！〃〃．o ／32．5ヨﾄノ2θ．ノの ／3ヨ．33 994i％．1） ヨ！ク．〃 3！久55！〃．／
7 〃5．〃 ！！5，4〃『 〃o．〃 42〃．θ4（4／4．！5）4／9．θ2 9免9i4宮θ一ノ〃．〃 一／ノ．ヲθ 砥6
タ ／2．〃 ！z．20〃！．6 ％．02iク9夕．％ノ θ艀．〃 999i％1．ヨ）一z65．％一266．4／“『．9
プ 一〃．67一〃．66 ／oo．　o 一445．〃一44ρi万脅『9
6’ 一∠65．ヲ9一／55．ii汐〃〃．〃 一552，01一56245ク質9
5’ 一Z〃！．51一2〃1．49〃．〃 一5θク．クヲ 一5〃．～6 4タθ
4’ 一2〃．〃 一2／6．04〃〃．〃 一55タ〃5一55966〃．4
ヲ’ 一！微53一／4タ．％ 4汐．タ 一4ク4．ノヨ一4ク4．6ヲ 4グ9・
z’ 一！51．〃「佐1．〃 〃．〃 一34ユ64一弄4．〃5 449








’ 一’ 一 2
、　ぺ
@　＼





δ 300 ＼〈 1
←OΦ 600 Mg。。川ne＼ 1
一8 900
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工∀1斜旬 振動汾 1．50 2．0
振勧ワ
@　、
θ＝％°
☆・1
@2
@ヨ
！．／ム3
?25
^．2r72
！．30ム
^，4！4
^，973
対　稗
tラ］猟
k、
θ＝4ξ゜
菟＝1
@2@3
！．ノ79
^．225
^．793
／．ヨヨ2
^．4／4
^．go乙
対楊
tラ寸碑
I、
ρ・6U2停、（中細次η国有振
哀一3．∠1．4．1
IR／1＝1．50
1，／1ニ2．00
main　girder
　ノー一一　　　　　　　　＿一’
一竺■一■一一■一　　　　　　　　　一一ロー口三：●
fjrs†natural　mode
second　natural　mode
third　natural　mode
　Fig．3．4．4．2
／76－3
」Φ▽」6
⑩のO」O
／76－4
　　　　　　IR／1＝i，50
－一一@IR／1＝2．00main　girder
／　　　　、ミ～～ ＿一 一一r三多
／
／ 一 ／
／
／
／
／0
S5
、たr－一一一 　　　　’@　　，一一三∠黶Q一一
／
＼
」Φ▽」≡
ωのO」O
firs†natural　mode
／ 　／^／
　／^ ／
／
　／^
　　／
@／^
　0S5
second　no†ural　mode
／ 　／^／ ／
／ ／／ ／
／
／ ／
／ ／／ ／
45°
†hird　natural　mode
　　　　F’9．3．4．4・3．
No．！77
川ヒして絡瑚待取戊‘デ’，＝　Ptの固有振勤数・振動仁ド穴妾一
荊借距Zにい縮祈て・⇔・レ謎や抽｝二締肩筋桁に一
ついて蜘銭博飾ちいva　tn’　IXen　i久ヒ振跡＋唖イし桓・旦
が臥千ゲとガぐ云lt　5鴻づ．　　　　　　　　　－
1，、（ρ翼論ヒっ・、て　　　　　　　　　　一一．．一一
　　上逮のように獅郷置法1・勘格才名勉動的協祈揃お牝
すろ員1ヨよ漣紋した一入耐古阜位橘毘物に亙仏㌦鮭仇
い備塾離多との劇結勘＋奮も已は務舗初笈媛尤
鰭肪い訪》録日．勃痴砿鰍ア楊郁細よう目‡肪
，、ヒ誕益互で・L　・・切断しその切断した累ご’と1曲豚式主たて一
二幅り祐欄㌍白磁礎九’遺く力法ヒ嚇麟柚哩7注
わでちろ．二の勘趨続した桁左学槻髄物としzMv扱斌
笛恥祇柱柱1・して式が諮亘で・asの1剖然、としても欲
以タ沖細面1・お㍉1辞中・柄・］な場心緯じ‘る三と纏ろ．
　それは才辰曼力稜、角ラ次のように一たん架‡恢7ぱ斤し・しし寸bヒーメ歩桑
）te、1てゲの持・数（セん断力と担行・楕物のbfO　Z－　f・Pt
蜘扱秘鞄沽じるので1格卓教九の務手桁イ哨その振勧
花妨ネ劉煽πンか醐刃・よ・て栃蝋M」川パ趨統
しt、XSeL　）＝し璃’鱒くとパ欠酩ラ列SNN　1・　〉．てSksiとかぞ
No．／7θ
乏る場昼鵠ほ肪で・あS．　klの才れ剛・巨甥鮎る‘ぽ水i
あ塒口磁刀得還法｜・よつて土〕融繊嬬式煽九：欠砺列式
ぱ勧で，。の璃劇詩辰釦を筋玄洞じでは㌶娼加岡唯
礁視で娼ヒき1∋丁醐硝ラ・］式（式（3’4・・2’切とゐ3。枯わ
ち振如餉》去で疏わ旅咽・1憤鯵し沽糖した〈て珊勤
数赫鱈｜⇔政〉畑縮バi・続一坤うけれと・曙癖置該で：
繍橘劇剛惟嬬視で担場合ヒ｜培硝列式の）蹄　a｜／3
1二淑肩・と紅・⇔わけて・肪．二のよb　1・　’h3ラ拭の次数左
1
膨胤て・asと蜘齢伸1Ωし蜘肪ぱ護易にz“Qう・t　・；
狛已な．〆難ネ髄物の中・は二の椥剛勤輸輪社礼リ
ポ・｝・砕し、．。り昌励けで・翻稲泊婦路桁の鰍f3－　1＝　1　A
通田範働の7・、い硬ネリな解法て・’あう靴云えろ・
　妨弘この力法1瀞台勺な噸1・対しdその詞齢で⇔ユ
仁し桁破断恥湯心1培本：去1埴酬餉℃きt5いが，・の謹
袖のばして姉〕t－（端づ’横桁それそ“い繭愉懐弓辰劒
z＿ドき娠・動］老佑法仁よってボめておけ1ガ、葡辿の嚢晋多等置法っ
縮随ネ趣そ層鞭耽詞のて糖満ヒしての纏一麺主
肪れう・と醜る三の場合はじ’めに旅靴鯛法抽・・るの’（・”　・a
栢パニれ1註桁横桁味…香楊1詞して通鯛う錫でh3
N・i！79
か》，吃η払β楚式は呑梁にナケ属寸るネ各東教の2倍η才矢ロ教さ
含む毛のとろ5．最iil刀かラネ各丁λ行1二才辰「i勤挽旬i去を直梼杖同す5し
ネ知敬楊欠はふ才経滋の3倍とゐコけれピぴ上記の）），c　L－〈　a＄1一
働身娩；玄抽粉的・浪用朽と1司時’・9g　〈　rp永知数繊刷な
くdいので誉k値計阜田・な1内利に⇔もヵと恩わメ日．
　舗臓力綱法綿い隅・・）i…Lギづ去のほ胴れ姑コー
　　格与桁の」S　A．　－iネ行樟桁抽そ凱・境界翻ギ嫡劇笹
よひ主桁’ネ翻初絃鮭にお1ナ謡蜘連続紹牲胴輪ラ離す
臼姑坂すれ一ド埴観餉・づ乞担・とlt｝一撤引瀧t・・のて∴
4糊・齢蛾いて弓赫ラ封梯細適問多の、湖蜘一
秀妨れ5．
　二・て・国鏑娠勤教’権動モード』う控朽・との剤てっ、ピ湿
べ師ら・れろカ・’　」｝lx、Zてゴ中ゴ’、樟々の勧祐駒・幽桐戟勧τス
ホ・ン7、は2．21・示ぱ運働オ4ぽ鰯い球隔・ヒカ・1・（・ANろ．
　－ll　k，陶拓の格れ切リ離し杜き瀞的1写牲プ・λkl
と臼めな柘酬加・’刷4橘り濃柳紬じうとS、椥直計
恥桔りμ恒7弓のて・㌧唖’⊇1・対しはで担だけ鯉を
無視して荷翰・配の微の鹸け身れせう肪訪法れるの紅い
と思力鱗橘梁では，、A成物］の伽デ’剛，か担ラブの縮力桝
No．／90
娃1ぺれは桁才萸柚冷成セ⇔とい肪加・・とらKz、弓ψ・ン
ニの構伸の力妨1・垣って主桁’横材丁ヒスラフ・の・持鹸配禍’
と鍾の勤紅辞⑰碗性Lつのて・二の配分列籏｝吋佳オ小・向題
　とJill：えbれる。　；の意vネでiネメラのみにスラブの童一量』分画己し，禎ネ｛壬
lc．国殺蝋無視有ヒいう叔史腺酷牌・・橡利ヒ思杣し7－．．．．一．
　　の劇齢博4路1・ついて　　『　　　一二．．
　　こ（で・は図一3．4，4，’に元す．並ヲll主2行3本・オ蔓ネ行1本り才ve・　S－　！fi　）＝・工
いて，綱とア櫛の、姉酬隻ぽ顧せ儲久伽・っいて童気値計阜
　E万なったが’、〕それろのk吉探からっる“の二と∂ぐ’云え．うと遷乙・う．　　　．一
　　飾橘の揚心コ功の値かユ力大さく屑てヒ1溺んとカに
ろ妨いから，二司葺一で1ま工祐＝／・9，2め2つ楊ぶ旬、、て
秀えたが，餅臼桁畷イ氏次川劉柏鏑　教は、そ　しぞ僻柘り．
1鏑振動敬のノ．163　1岳、／，3・6嬉昂っていう。卑純梁の固有振
吻赦1ま伽デ剛牲臼の勅根・二比軌して夫ぶろる肪，外
桁靭虫の固有振動教は’め；とそれぞれ中桁の’．22錫噺ノ．4
　t98セヒ／」う箸で・あろ。　担って才各手オ行としての固拍才辰勤多女ぽ
、欄うの嚇旅動数の／一／．22Y，ノー／、4／4ろわ範1釦二肪・と
は撫されうパ了牌4鵠1才と“S　bかというヒタ漸の繭振．
吻数の励幽．・・値と／aっていろ．：川㌔功ネ柘衡でli
No．〃／
　外桁2本一榊引本叶継のために榊fの影饗杜き磯けたこ，
已口わ時肪婦．ウ幻・、タ｝物蹄碗徹禰鋤
Y．　ts　5　i63／“　ii二のろ直1蝿璃札す3肋と思わ村．　　一
　　斜輌⇔尋f・に鮎ししてt調有娠動教の勤ひ口凱ど見一
1、肪れボ，3）欠・振勧・鳥叉4でり↓の仁ついて1㌧s＝9D°の湯金
ヒ比腋tて細影酬鵠類ヅ嗣4であリ、この磯の斜緬Σ
柏洞悟嫡噛味し畷多蜜さ与え／｝いい硯られう．　TJ－
　　aた図一3糾．2図一ヲ’9，・4・3舳」ti・Pエう1て沸醐の‘
接桁抽の振動毛一ドの才．1・1穗弓桁醐虫で1）GVえた、・物だら
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桁扇雄圖方ネ獄と振動毛一ド主鋤誌康式詩鱒し
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て噴る・ヒ綱肪かt／iった．3．2．嚇にぢいて1揃牽ぢい『
No．2θ5
　・・（主めた固哨振吻教と振勧毛一ドε卿塾し・集申柄重・移嘗
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ナント持老欄線の2階棋》Lして鳥e　i・表硯で・禍ゴ遮
1、，べ培．3．2．鴻1・おいて1工後の散値了†箪一1培いてつη豪看盛置
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づントの影響線の角牲二の卵白楠そ祈力主めた，AシZによる
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理論の土し、に時証明行ため】切坤ル才一ラ去ヒよqξ
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二の勧二では働餉解祈の綱りな境OパてA（めた静的鰭
　と，4定ネ祈われてきた『瞬力学も勺断ネ庁4壱塚と玉比牧す3方法玉
　ヒったわけであろ．4タとネ狸論り］ヒい・こと2テ・3たあ｝二は，固
有振働散について理論値波験4直ヒの比藪蜥うニヒ」・e・・”よ
くとられてい詞・∴二のようなオ法1・臼理論の妥当仁と掃正
鴫市の1咽舞な場合力写い；うに思われる．その握1勿は
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版足パと商尋いた2つの狸論↓直同臼巳較す訪三か痴昔己一
　のよう臼望論以升の早圭か・入る余地刀碗幡いので理論の在
　明あるい1‡誤、着の検訂さ通、確｝て示寸有効ろ守技ヒx・われ後。－
3．2．蹄1ヰい’（　1’｝［ランが一オ縦レ足縫が長鶴で緬工
るヒ詞飛嵐・二ぢ・丁る塊．みのしス未・パきポハる運動赫呈が諺
’導しピニニで1噛的壇力峰のX多攣嫌前し易（、ろ勧勤一
的増加威介と静的西ぶヒの2っの成劇・困行肪わした∴
，，2，21迎ベァ．碁鍵式椎用すれ1ゴ肩董遮及が夷イ臼3湯
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式1丁雰易1二摺ilれ3．3・2・7師｝ニガいて10アー今幻戸甫剛拓端
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布振働教鴫†算1は適詩竹式き吊いて・iiので教植舗1て．
　よワzれij　3楕の按言‡左同叶r4了う二SCができたわけであろ．　rl
1陪両橘嚇心と掴有振吻教ω加の理論植鴫測虹の比ぼ
紗・酩静嚇満試験にお・ブる稜み）L　・i‘i‘詞酩ぽ；た二
檀み1‡ば1辿比↓列3Sのて・（式（・’・・S・　2）げ〔・…醐参照）1一
トわの底紗属のて嘱コオ潮境縫綱鋤うゼ
き夕崎橘のノ％克、の動的境みは遠良／・、2・．3〆γ／5。・吐e．gv
的増力峰ヵ・それそ：’れ〃酩24ち4以ほった・と杜戯］
秘一）Ahの振動ガぐ砲点1でli顯著」・現われ，働的戊曽加孝η欠
部㊧・刀・ヒの振吻によ。てt肪れてい詞ら入ハ・ンが長知・たる
と三の傾向はれaす増大す6ので，二の謹り振吻毛一ドの奏生
栃卸‡か族の助究課題醜肪，
　　3，2．9銅・おぽは裏形等置法1・よるP一ぜ桁坤矯禰祈
　ヒ3・れたが，二れらはいず1れt本ラ去に膓り窓場に解新され情るも
のであり，しかt、っ一ぜ桁の場ふ国丁稀剛柿の断面2次毛一fン
ト押橘の場劇で1疎の断面積貸淑そ・れ操輩すLK　ii“ランガL
：桁について7・〈た基礎式＄その44杖閤して酬振勧数と才
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上弦Mo断面2次仁メンは楴麗り桁の断面欲モーメ・いこ近4y入的
仁くリ入県鰍け3パ数値言牌1・よりその誤痴丁教偏駿のゼ
のであ仁とk確かめ）・・．・　atp橘の揚合1古背握＋フ・ル露極工
ランが一才行の補剛桁断面競に置き換えているのでランオ・・一ネ行オ喬1二
了れてボめbトたわヒ同経浸の精駒直が期肩て“aる．線型犯
し持躯t理論・・よ帰桶の噺的角獅匂行θ41ごぽ死荷垣・－
よ疎の軸力持綱り才行に柳了L誘えk　i；“，　IZんに粋鎌這
有身辰動教圭矛1≠∫正寸るだけでランガLネ朽にっいペエ’めた碁多墾．式．
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　その初断した梁の向端と支承とを結合寸るお銭とってい3。埴
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可匂セぐあ多が，二〇て一に仁最初固※）湯さ単冬屯女キ4点1び置主才皇え毛
連観架錺え，二の梁声蹄4で・・述ぺ仁解特ラ玄訂僻一
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二）K　1二国足端の鮎拘なわち稜楠瘍め翻峠梗閉して丸
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才誤れ螺にっ、、ぱ刻疏牌・鮪・，上述嚇枢解弧た
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一’V　N｝ぺ込・N’た．架が多くの支承によって刻恒れていろ陵パ
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ぽ撰式ぱく方膓鍼提象しら句方」ゑ」（⇔ぽ承教吐
多い揚楡で毛同晴に多くのネ？oX＊駁り扱うこヒ存く44値苛
薯ボぞ⇔ので第い旬う．3た梁に結飼は釈の腹
剤詞遁ハ魂更で杜のてヅ1なった檀類頑承を有行裟
，二対しては同RのkS〈Xグ㌧レつ◆に4助，叫匂‘’ルー7°t’と｛．・L
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りあげ1吋1・穀碍置紗遍li［）　Lて基震戎詩癬しわの按
レ剛性欄規で行わk対して本法1‡柄’μほ秘ヒk，7乙ピ
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　かにLた．　3．早，3」軒で1‡∴前辞に述べ・一た鋳鮪理了命力ぐ謹侵ρ掩一
1　＃f　icte　Mで⇔ニヒも幽た．　3　Aeわち．二三に柔し↑三解妬垣
　生袖了・メ美≠行の丙乙置ちよZぷ気梼条竹はと・・の）うであつてもよ　viし，一
封舛嚇獅直支埠峠の・・丁’畦納は玩・．たち拓巨一
iTilL　iRだ・けが南題と⇔わのであう．祉翅の按レ剛性ま壼
庖した4疏細ぷしく　L　ls）　Aij〈　rz鰍市去訂庄渡和祷某
〕が可鮭であbCとを蓮べた．格穗摘旦、て対ほ振勧互扇
弦を使用ちると一格息1。対t．“一（3コのま知教（＆ん断カー≧．主
，，桁・横桁の端毛一メシD桃尊とするので・’〈．’の務点封考っ
％An振・勤敬方程却ま3n・bAのZi列Pt’に）vAbわ乏れ3パ本一
）去1・⇔と桁の按レ剛性を無視て咋⊃場心nRo2ラクリAl一で
斗辰一勤数オi呈貧f玉あらはすzヒガこ・で・主た．っzl一り戊辰勧〕克■冶
ぐ1工桁の接レ剛性を葱親で・aる掲劇ておいて濤混でthい
　場合1（おい・（も〕辰働数方才呈ガは3n友のオ了列元～’にま免一Σれ
5けれビ体↓±℃は楯の接レ剛性撫視て咋る揚biてPR
つてその獅り刃’のン職を1／引・低獄で’？るわけてwう・妻
在備造％は融勒工う1・桁の抜レ剛性の勲襯て・⇔も確
恒くかので本法は佑繊』1て対し樋用範団の7・・い解
JL
　　　＼No．　2ノ「ヨ　　＼＼
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する璃合釦移W置痴埴持適用て・き，恥けれ・も、飾もつ
ぺ主桁’横桁抽ぞ淑の国有振吻　数と娠動モ＋也振勤抱
侑〕玄によパ求’めておけt・’i：“’各孝Z｛・JZっいて栴重ぽ形とあ肉俵は
，与えらホるのて・本膓ゑのづ鯛は可亀とヒろ3．二　　　丁
　　3．4．4　T7　r一おいては主桁3本・嚇行はあ直紅柄禰五
つい借女値計中宥勧，斜角と夕楠了の削デ剛性t劃じ
keた湯心の固有振効教と振働モードの㍉はしらN’一た．蘇
禍の場合タ｝桁い楴アの伽デ剛性り比工R／エの値）t　2靭k
，，きくhszとnliえられないのて・て二で1まヱ・／1　・＝／・5－；2の2De7
場令につ・〈1えた．二の時最低θ4の国勧長勤数laそれぞれ桝行
の国有娠殉散の／．／6369，1β〃∠倍ヒな・た．単純梁の国有
4辰「勤呈気ぱ曲げ剛性の乎方］隈に）Lイ列寸うから，外物丁学易虫の国
拍振働考始袖それ1，22匂嘉；／．袖倍ヒ7⇔はち”で’ある．
したη“って格舗↑とし・の国柏館力教は・抽和鮪振勧数
のノー1’　22s　69．仁1，緋檀の範囲内にある叱は予想抽る
が言†i＃急吉果はどちらかというと外ネ行の国有才辰勤数’て1匠いイ直と
なった．ユは鋤格手桁イ・升ネ4了2本岬惰1本の楕箆のt
のであるから升楕の影響を短くうけ抽のヒ芳えら札る．斜
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　　3，璋においては拍多笥置法によ時籠望で神ラ釦註纒
物働ヰ姑鋤漸郷で⇔＝と玩し㌔3ぶ2苛では亘逗
単純恒4した鹸異方性故玉梁で序窮れたtの栖’「にど万
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